
　

平成

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

曜 天候月

　 試験日の状態
室　　温　（　℃　） 湿　　度　（　％　）

年 日　 試　　 験 　　日

試　　　　　　料

水　　温　（　℃　）

　 　 　

示 方 配 合

粗骨材
の最大
寸　法

ｽﾗﾝﾌﾟ

水セメ
ント比 空気

量

細骨
材率

Ｃ Ｆ

単　位　量　（kg/㎥）

水 セメント
混和
材

細骨
材

粗骨材Ｇ
混和剤

（％） （％）

W/C s/a ㎜ ㎜～ ～

（％） Ｗ

  

Ｓ

   

（g/㎥）㎜ ㎜（㎜） （㎝）

  

　 養 生 方 法 　

　 材 齢 （日）

2

　

3

養 生 温 度 （℃）

4

　 　 　

　 供 試 体 番 号

　 平 均 幅 (㎜) 　

1

　

　 ス パ ン (㎜) 　 　 　 　

　 平 均 高 さ

　 最 大 荷 重 (N) 　

　 　(㎜) 　

　 　　 曲 げ 強 度 (N/㎟) 　

　

　 　 　

供試体の破壊状況
の　ス　ケ　ッ　チ

　 　 　 　

　

　

破壊断面とこ
れに近い支点
との距離

(㎜) 　

　 平均曲げ強度 (N/㎟) 　

（JIS A 1106）

様式　１７

　　考　　察

　

　 　 　

　

　

　

　

　

コ ン ク リ ー ト の 曲 げ 強 度 試 験
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フ
レ

ッ
シ

ュ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
水

の
塩

化
物

イ
オ

ン
濃

度
試

験
（
J
IS

 A
 5

3
0
8
、

J
IS

 A
 1

1
4
4
）

工
　

　
場

測
定

場
所

判
定

基
準

以
下

測
定

回
数

現
　

　
場

　
　

　
　

　

2
3

　 　

塩
化

物
イ

オ
ン

濃
度

（
％

）

測
定

内
容

　
　

　

平
　

　
　

　
　

均

分
析

方
法

1

測
定

器
名

及
び

指
示

薬

　

試
料

示
方

配
合

　
　

　
　

（
％

）

　
　

粗
骨

材
の

最
大

寸
　

法

　

（
％

）

　
　

（
㎜

）
（
㎝

）
　

　
～

㎜

ス
ラ

ン
プ

の
範

囲

空
気

量

の
範

囲

水
セ

メ

ン
ト

比
混

和
材

料

（
㎏

/
㎥

）
塩

化
物

量

試
験

日

測
　

 定
 　

者
　

㎜

平
　

成

（
％

）

水

単
位

容
積

質
量

（
㎏

/
㎥

）

受
注

会
社

名
　

工
　

事
　

名
　

年

工
　

種
　

名
　

　
採

取
方

法

天
候

　
月

日

　 　

印

様
式

　
１

８

細
　

骨

材
　

率

～

セ
メ

ン
ト

細
骨

材
粗

骨
材

㎜ ㎜

　
保

管
方

法
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測
　

 定
 　

者
　

印

ア
ル

カ
リ

濃
度

減
少

量
（
R

c
）

有
　

害
　

度
　

の
　

判
　

定

（
m

ℓ）

V
3

31 21 2

骨 材 の 産 地

2 31

溶
 解

 シ
 リ

 カ
 量

  
（
S
c
）
　

　
　

（
m

m
o
l/

ℓ）

S
c

平 均 値

C
S
c

S
c

平 均 値

W （
g）

吸
　

光
　

光
　

度
　

法
質

　
　

量
　

　
法

原
子

吸
光

光
度

法

平 均 値
（
㎎

/
ℓ）

V

（
m

ℓ）

C

（
㎎

/
ℓ）

平 均 値

（
m

m
o
l/

ℓ）

備
　

　
考

3

R
c

反 応 時 間 （
h
f）

（
m

ℓ）

V
1

月
日

　

骨 材 の 種 類

繰 返 し

　

（
g）試 料 量

（
m

ℓ）

V
2

工
　

事
　

名
　

受
注

会
社

名
　

工
　

種
　

名
　

骨
材

の
ア

ル
カ

リ
シ

リ
カ

反
応

性
試

験
（

化
学

法
）

（
J
IS

 A
 5

3
0
8
、

J
IS

 A
 1

1
4
5
）

様
式

　
１

９

試
験

日
平

　
成

年
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測　 定 　者 印

様式　２０

骨 材 の ア ル カ リ シ リ カ 反 応 性 試 験 （ モ ル タ ル バ ー 法 ）
（JIS A 5308、JIS A 1146）

年 月 日 曜　 試 験 日

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　

平成 天候

　 試 験 日 の 状 態
気　　温　（　℃　） 室　　温　（　℃　） 容器内温度 （　℃　） 容器内湿度 （　％　）

　 　 　 　

　 セ メ ン ト 種 別 全 ア ル カ リ

産 地 種 別　 骨 材

８週間 ３ヶ月 ６ヶ月区　　　分
材　　　齢 脱型時 ２週間 ４週間

① 基　長　Ｌ
　　　（有効ゲージ長）

　　　　　　（×１０－３㎜）
2

1

1

3

② 供試体脱型時のダイヤル
ゲージの読み

      Xini　（×１０－３㎜）
2

3

③ 同時測定した標準尺のダ
イヤルゲージの読み

     sXini　（×１０－3㎜ )
2

1

1

3

④ 材齢iにおける供試体のダ
イヤルゲージの読み

     　　Xi　（×１０－3㎜ )
2

3

⑤ 材齢iにおける標準尺のダ
イヤルゲージの読み

     　sXi　（×１０－3㎜ )
2

1

1

3

⑥ 膨張率 （ ％ ）

2
(④-⑤)-(②- ③) ×100 3

L
平均

判 定

精 度

　

　

　考　　察
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鉄 筋 の 曲 げ 試 験
（JIS G 3112、JIS Z 2248）

試 験 日 平成 天候年

工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

室　　温　（　℃　）

　 　

日 曜月

　 試 料
　

　

　 試 験 日 の 状 態
気　　温　（　℃　）

試 料 番 号

呼 び 径 （㎜）

種 別 　

実 測 径 （㎜）

記 号

曲 げ 角 度 （度）

　

内 側 半 径 （㎜）

判 定 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

様式　２１

　

　

考　　察
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工　事　名　 受注会社名　

工　種　名　 測　 定 　者 印

日 曜　 試 験 日

気　　温　（　℃　） 室　　温　（　℃　）

　 　

年 月

　 試 料
　

平成 天候

　 試 験 日 の 状 態

試 料 番 号

呼 び 径 （㎜）

最 大 径

実 測 径 （㎜） 最 小 径

平 均

種 別 　

断 面 積 （㎟）

記 号

標 点 距 離 （㎜）

　

降 伏 点 （N/㎟）

降 伏 点 荷 重 （N）

（N）引 張 荷 重

引 張 強 さ （N/㎟）

（%）
伸 び

（㎜）

切 断 位 置 に よ る 記 号

試 験 片

　

　

　考　　察

判 定

様式　２２

　

　

　

　

鉄 筋 の 引 張 試 験
（JIS G 3112、JIS Z 2241）
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 ma-mb

mc　： 容器質量

（社）地盤工学会規格準用

（炉乾燥試料＋容器）質量

ma　：

（土質関係）

w %

平均値 w %

（試料＋容器）質量
w= ×100

mb-mc mb　：

特 記 事 項

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

試料番号(深さ)

平均値 w %

特 記 事 項

w %

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

試料番号(深さ)

平均値 w %

特 記 事 項

w %

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

試料番号(深さ)

平均値 w %

特 記 事 項

w %

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

特 記 事 項

試料番号(深さ)

平均値 w %

w %

mc g

mb g

ma g

容器　ＮＯ．

工　種　名　 試料採取地点　 印測　 定 　者 

試料番号(深さ)

様式　２３

土 の 含 水 比 試 験
（JIS A 1203、JGS0121）

工　事　名　 試験日　　　平成　　年　　月　　日 受注会社名
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漏 斗 を 満 た す の に 必 要 な
砂 の 質 量

m6=m3’-m5      g 　 　

（社）地盤工学会規格準用

　 　 　

平　　　均　　　値 m6 g 　

特記事項

　

　 　
漏 斗 を 満 た し た 砂 を 除 き
測 定 器 と 残 っ た 砂 の 質 量

m5 g 　 　 　

3 4 5

　測 定 器 と 入 れ た 砂 の 質 量 m3’ g 　 　 　

Ⅲ．漏斗を満たすのに必要な砂の質量の較正

測　　　　定　　　ＮＯ． 1 2

　

測 定 器 中 の 砂 の 質 量 m4=m3-m1         g

平　　　均　　　値 ρds 　 g/㎤ 　

試 験 用 砂 の 乾 燥 密 度 ρds=m4/V1  g/㎤ 　 　 　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　

測 定 器 の 質 量 m1 g 　 　 　

ジ ャ ー と ピ ク ノ メ ー タ ー ト
ッ プ に 砂 を 満 た し た 質 量

m3 g 　 　 　

　

Ⅱ．試験用砂の乾燥密度の較正

測　　　　定　　　ＮＯ． 1 2 3 4 5

　 　 　

平　　　均　　　値 V1 　㎤ 　

ジャーとピクノメータートッ
プ と の 体 積

V１=K(m2-m1)  ㎤ 　

　
ｔ℃における水１g当たりの
体 積

K 　㎤/g 　 　 　 　

　 　

測 定 器 中 の 水 の 温 度 t ℃ 　 　 　 　 　

満 た し た 水 の 質 量 m2-m1 g 　 　 　

　 　

測 定 器 の 質 量 m1 g 　 　 　 　 　

ジャーとピクノメータートップ
に 水 を 満 た し た 質 量

m2 g 　 　 　

Ⅰ．ジャーとピクノメータートップとの体積の較正

（JIS A 1214）

測　　　　定　　　ＮＯ． 1 2 3 4 5

様式　２４－１

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

砂 置 換 法 に よ る 土 の 密 度 試 験 （ 較 正 ）

工　種　名　 測　 定 　者 印
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含　水　比　　w

×100
mb-mc

（社）地盤工学会規格準用

様式　２４－２

  特記事項 ma-mb
w=

砂 置 換 法 に よ る 土 の 密 度 試 験 （ 測 定 ）
（JIS A 1214）

g/㎤

平
均
値

%

湿　　潤　　密　　度　　　ρt

%平　均　値　　w

g/㎤

ma g

乾　　燥　　密　　度　　　ρd

容 器 質 量 mc g

w %

%

（ 炉 乾 燥 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 mb g

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量

容　　　器　　　ＮＯ．

容 器 質 量 mc g

gmb

w

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g

湿 潤 密 度 ρt=m7/Vo

含

水

比

容　　　器　　　ＮＯ．

（ 炉 乾 燥 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量

試 験 孔 の 体 積 Vo=m10/ρds ㎤

乾 燥 密 度 ρd=m0/Vo g/㎤

g/㎤

測 定 器 と 残 っ た 砂 の 質 量 m8

試 験 孔 を 満 た す の に 要 す
る 砂 の 質 量

m10=m9-m6 g

試 験 孔 お よ び 漏 斗 に 入 っ
た 砂 の 質 量

m9=m3-m8 g

g

ジャーとピクノメータートップ
に 砂 を 満 た し た 質 量

m3 g

試 験 孔 か ら 取 り 出 し た
土 の 炉 乾 燥 質 量

m0=100m7/(w+100)  g

　 g

試 験 孔 か ら 取 り 出 し た
湿 潤 土 の 質 量

m7 g

（ 試 験 孔 か ら 取 り 出 し た
土 ＋ 容 器 ） 質 量

容 器 質 量 　 g

容 器 Ｎ Ｏ ． 　 　　　

最 大 粒 径 　 ㎜

試 験 孔 Ｎ Ｏ ． 　 　　　

漏斗を満たすのに必要な砂の質量m6g

測　　定　　器　　　ＮＯ．

試 験 用 砂 の 乾 燥 密 度 ρds 　 g/㎤

工　事　名　 受注会社名

土　質　名　称

試験日　　　平成　　年　　月　　日

工　種　名　 測　 定 　者 印
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ρp

ws= w - (V-Vo)ρw ×100 w= (ma-mc-ms)

c+100R = ms Ls=

C = (w1-ws)R

1-

(m1-ms)
ρw

（社）地盤工学会規格準用

3 100 ×100Vo・ρw

特記事項
V = (m-mc-mg) Vo=ρw

×100ms ms

(m1-m3+m2) -

線 収 縮 Ls %

体 積 収 縮 率 C %

あ る 含 水 比 w1 %

平 均 値 R  

収
縮
比

収 縮 比 R  

平 均 値 ws %

収
縮
限
界

収 縮 限 界 ws %

平 均 値 w %

湿 潤 試 料 の 含 水 比 w %
含
水
比

湿 潤 試 料 と 収 縮 皿 の 質 量 ma g

炉 乾 燥 試 料 の 体 積 Vo ㎤

パ ラ フ ィ ン の 密 度 ρp g/㎤

水 中 に お け る 試 料 お よ び
吊 り 皿 の 見 掛 け 質 量

m3 g

水 中 に お け る 吊 り 皿
の 見 掛 け の 質 量

m2 g
炉
乾
燥
試
料
の
体
積

パ ラ フ ィ ン 塗 布 後
の 試 料 の 質 量

m1 g

炉 乾 燥 試 料 の 質 量 ms g

水 の 密 度 ρw g/㎤

水 の 入 っ た 収 縮 皿 と
ガ ラ ス 板 の 質 量

m g

収 縮 皿 の 質 量 mc g

湿 潤 試 料 の 体 積 V ㎤

水 温 T ℃

測　　　　　　定　　　ＮＯ．

湿
潤
試
料
の
体
積

ガ ラ ス 板 の 質 量 mg g

収     縮     皿　　　ＮＯ．

工　種　名　 測　 定 　者 印

試　料　番　号　　（　深　さ　）

（JIS A 1209、JGS 0145）

様式　２５

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

土 の 収 縮 定 数 試 験
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×100
ρd' mb-mc

（社）地盤工学会規格準用

ρt' ma-mb
w'= -1 ×100

V

w1=

ρd ρtρd'= ρd=1+γe/100 1+w1/100

２）モールドの質量は有孔底板を含む

供試体の膨張量（㎜）γe= ×100
供試体の最初の高さ（125㎜）

m3-m1 m2-m1ρt'= ρt=v(1+γe/100)

　 　

特記事項 １）スペーサーディスクの高さを差引く

平 均 含 水 比 w' % 　

吸

水

膨

張

試

験

水 浸 時 間 h

湿 潤 密 度 ρt'

乾 燥 密 度 ρd' g/㎤ 　

g/㎤ 　

　 　

　 　

　 　

(試料＋モールド)質量 m3
2) g 　

　 　

膨 張 比 γe % 　

　 　

96 　 　 　 　 　 　

72 　 　 　 　

　 　

48 　 　 　 　 　 　

24 　 　 　 　

　

8 　 　 　 　 　 　

　 　 　

4 　 　 　 　 　

　

1 　 　 　 　 　 　

膨張量㎜ 変位計の読み 膨張量㎜

0 　 　 　 　 　

時　　刻 変位計の読み 膨張量㎜ 変位計の読み

2 　 　 　

乾 燥 密 度 ρd g/㎤

ρt g/㎤

m1
2) g密

度

(試料＋モールド)質量 m2
2) g

湿 潤 密 度

モ ー ル ド 質 量

平 均 値 w1 %

含 水 比 w１ %

容 器 質 量 mc g

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g

㎝

含
水
比

容　　器　　　ＮＯ．

　 モールド容量 V ㎤ 　

㎝

供　　試　　体　　ＮＯ．

荷 重 板 質 量 ㎏

　

　 最大乾燥密度ρdmax  g/㎤ 　

　

　 最適含水比　wopt

内径

　 高さ1)

回/層 %

空気乾燥前含水比  % 　 突 固 め 層 数 層

　

% 　

試 験 方 法

試
料
準
備

準 備 方 法 非乾燥法、空気乾燥法 突 固 め 回 数

試料調整後含水比 wo  % 　
モールド

土 質 名 称

印測　 定 　者 

　

突 き 固 め 方 法 　 落 下 高 さ ㎝ 　 自然含水比　wn

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日

締固めた土、乱さない土 ラ ン マ － 質 量 ㎏ 　

様式　２６－１

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

Ｃ Ｂ Ｒ 試 験 （ 初 期 状 態 、 吸 水 膨 張 試 験 ）
（JIS A 1211、JGS 0721）
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（社）地盤工学会規格準用

ma　：（試料＋容器）質量

mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量

mc ：容器質量
[1MN/㎡≒10.2kgf/㎠]
[1kN≒102kgf]

特記事項
ma-mb

w2= ×100
mb-mc

貫
入
試
験
後
の
含
水
比

容器ＮＯ．

w2

平均値 w2 %

w2 % %

mc g

w2 %

mc g

平均値 w2 %

mc g

平均値 w2 %

mb gmb g

貫
入
試
験
後
の
含
水
比

容器ＮＯ．
貫
入
試
験
後
の
含
水
比

容器ＮＯ．

ma g

mb g

12.5

ma g gma

12.5 12.5

10.0 10.0

7.5

10.0

7.5 7.5

5.05.0 5.0

4.04.0 4.0

3.03.0 3.0

2.52.5 2.5

2.02.0 2.0

1.51.5 1.5

1.01.0 1.0

0.50.5 0.5

00 0

読み
平均

荷重計
の読み

MN/㎡
kN1 2

読み
平均

荷重計
の読み

MN/㎡
kN1 2

読み
平均

荷重計
の読み

MN/㎡
kN1 2

　

貫 入 量 ㎜ 荷重強さ、荷重 貫 入 量 ㎜ 荷重強さ、荷重 貫 入 量 ㎜ 荷重強さ、荷重

　
kN/目盛

供 試 体 ＮＯ． 　 供 試 体 ＮＯ． 　 供 試 体 ＮＯ．

日 水 浸 容 量 kN 　 較 正 係 数
MN/㎡/目盛

㎏ 　

養 生 条 件
 日 空 気 中 荷　重　計　　ＮＯ． 　 貫入ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙの断面積 ㎠ 　

 

試 験 条 件 水浸、非水浸 貫入速さ ㎜/min 　 荷重板質量

印

（JIS A 1211、JGS 0721）

様式　２６－２

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日 測　 定 　者 

Ｃ Ｂ Ｒ 試 験 （ 貫 入 試 験 ）
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5.0 7.5

ＮＯ．
標準荷重強さ

kN

（社）地盤工学会規格準用

10.0 12.5 標準荷重
13.4

0 2.5

特記事項

19.9
貫　　入　　量　　（㎜）

供  試  体

 

供  試  体

荷
重

強
さ

(M
N

/
㎡

）
、

荷
重

（
kN

)

１） スペーサーディスクの高
さを差引く。

[1MN/㎡≒10.2kgf/㎠]
[1kN≒102kgf]

貫入量mm 2.5

ＮＯ．

6.9 10.3
MN/㎡

  
ＮＯ．

 

　荷荷
　重
　強
　さ 重

 

供  試  体

平均ＣＢＲ　%

5.0

 

貫入量2.5mmにおけるCBR %
貫
入
試
験

試 験 後 の 含 水 比 w2 %

貫入量5.0mmにおけるCBR %

C  B  R %

乾 燥 密 度 ρ'd g/㎤

g/㎤

%

供　　試　　体　　ＮＯ．

後

膨 張 比 γe

平 均 含 水 比 w' %

吸
水
膨
張
試
験

前
含 水 比 w

乾 燥 密 度 ρd

%

内径　　㎝ 　 最大乾燥密度ρdmax  g/㎤ 　

高さ1)　　㎝ 　  　
養 生 条 件

 日空気中
モールド

 日  水  浸

　

試 験 条 件 水浸、非水浸 突固め層数 層 　 最適含水比 wopt % 　

% 　

試 験 方 法

試 料 の 準 備 方 法 非乾燥法、空気乾燥法 突固め回数 回/層 　 自然含水比 w %

突 固 め 方 法  落 下 高 さ ㎝ 　 空気乾燥前含水比

受注会社名

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日

　

測　 定 　者 印

土 質 名 称

様式　２６－３

（JIS A 1211、JGS 0721）
Ｃ Ｂ Ｒ 試 験 （ 室 内 試 験 結 果 ）

締固めた土、乱さない土 ランマ－質量 ㎏ 　

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日

荷重強さ、荷重－貫入量曲線 
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 最適含水比　wopt %

締固め度 %

 

ランマー質量 ㎏ 最大乾燥密度ρdmax  g/㎤

乾
　

燥
　

密
　

度
　

ρ
d 

（
g/

㎤
）

含　水　比　　w（%） Ｃ　Ｂ　Ｒ　（%）

特記事項

（社）地盤工学会規格準用

修正ＣＢＲ %

平 均 値 %

貫入量5.0mmにおけるＣＢＲ %

平 均 値 %

貫入量2.5mmにおけるＣＢＲ %

平 均 値 ρd g/㎤

乾 燥 密 度 ρd g/㎤

供 試 体 Ｎ Ｏ ． 　

突 固 め 回 数 回/層 （　　層） （　　層） （　　層）

様式　２７

修 正 Ｃ Ｂ Ｒ 試 験

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日 測　 定 　者 印

乾燥密度－含水比曲線 乾燥密度－ＣＢＲ曲線 
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特記事項

MN/㎡

標準荷重　　kN 13.4 19.9

6.9 10.3

荷
重

強
さ

（
M

N
/
㎡

）
、

荷
重

（
kN

）

標準荷重強さ

[1kN≒102kgf]
[1MN/㎡≒10.2kgf/㎠]

（社）地盤工学会規格準用

10.0 12.5

貫　　入　　量　　（㎜）

0 2.5 5.0 7.5

N　O.
　強 測　点   　さ重 N　O.

%

貫入量mm 2.5 5.0
　荷荷 測　点   　重

貫入量5.0㎜におけるＣＢＲ

試 験 箇 所 の 含 水 比 w % 試 験 箇 所 の 含 水 比 w

%

%

貫入量5.0㎜におけるＣＢＲ %

ＣＢＲ % ＣＢＲ

 

%

貫入量2.5㎜におけるＣＢＲ % 貫入量2.5㎜におけるＣＢＲ

 

12.5  12.5

 

10.0  10.0

 

7.5  7.5

 

5.0  5.0

 

4.0  4.0

 

3.0  3.0

 

2.5  2.5

 

2.0  2.0

 

1.5  1.5

 

1.0  1.0

 

0.5  0.5

0.0  0.0

貫入量の読み ㎜ 貫入量の読み
の 平 均 値 ㎜

荷 重 計
の 読 み

荷重強さ,
荷重

MN/㎡,kN1 2

貫入量の読み ㎜ 貫入量の読み
の 平 均 値 ㎜

荷 重 計
の 読 み

荷重強さ,
荷重

MN/㎡,kN1 2

天 候kN/目盛

測　　　点　　ＮＯ． 測　　　点　　ＮＯ．

荷 重 計 容 量 kN
荷 重 計 の

較 正 係 数

MN/㎡/目盛

ジ ャ ッ キ の 種 類  ジ ャ ッ キ の 能 力 kN 反 力 装 置 の 種 類

㎡ 貫 入 速 度 ㎜/min貫入ｽﾋﾟﾝﾄ ﾞﾙ直径 ㎝ 貫入ｽﾋﾟﾝﾄ ﾞﾙ面積

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日 印

（JIS A 1222）

様式　２８

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

測　 定 　者 

現 場 Ｃ Ｂ Ｒ 試 験

荷重強さ、荷重－貫入量曲線 
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様式　２９

（社）地盤工学会規格準用

道 路 の 平 板 載 荷 試 験
（JIS A 1215）

荷　重　強　さ　（kN/㎡）

沈
　

下
　

量
　

（
㎜

）

特記事項 Ks=p/S
[1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]
[1MN/㎥≒0.102kgf/㎤]

測　 定 　者 印

kN/㎡ 1 2 3 4 ㎜

地盤反力係数Ks MN/㎥

時　間
荷重計の読み 荷重強さp=KR 変位計の読み　㎜ 沈下量

R

kN/㎡/目盛 天 候

計算に用いた沈下量 S㎜ 荷 重 強 さ p kN/㎡

反 力 装 置 の 種 類

荷 重 計 容 量 kN
荷 重 計 の
較 正 係 数

K

載 荷 板 の 直 径 ㎝ ㎡

ジ ャ ッ キ の 種 類  ジ ャ ッ キ の 能 力 kN

載 荷 板 の 面 積 A

試験日　　平成　　年　　月　　日

工　事　名　 測定番号　 受注会社名

工　種　名　 測定場所　

載 荷 板 の 形 状 　

荷重強さ－沈下量曲線 
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φ= 　

せ
ん

断
強

さ
τ

 k
N

/
㎡

tanφ=

先行圧密応力に対するせん断強さ

τo= kN/㎡

注） 含水比の測定は含水量測定試験試
料は標準欄フルイ25.4㎜

垂直応力　σ　kN/㎡  による

粘 着 力 C= kN/㎡

せ　ん　断　強　さ　τ kN/㎡

内 部 摩 擦 角

せん断時の垂直応力 kN/㎡

ρ'd

飽 和 度 s'r=w'・Gs/e %

100+w'

間 隙 比 e'= Gs・ρ'w 　

乾 燥 密 度 ρ'd=
100・ρ't g/㎤

V'
含 水 比 w' %

湿 潤 密 度 pt=
m' g/㎤

供 試 体 質 量 m' g圧
密
後
の
状
態

供 試 体 体 積 V' ㎤

沈下量 ㎝

載荷（圧密）時間

圧
密
の
状
態

せん断時の垂直応力 σ kN/㎡

ρd

飽 和 度 sr=w・Gs/e %

100+w

間 隙 比 e= Gs・ρw -1

乾 燥 密 度 ρd=
100・ρt g/㎤

V
含 水 比 w %

湿 潤 密 度 pt=
m g/㎤

6

初
期
の
状
態

供 試 体 質 量 m g

供　試　体　番　号 1 2 3 4 5

供 試 体 初 期 体 積 V ㎤ 受注会社名

水 の 密 度 ρ w ｇ/㎤ 印測　 定 　者  

供 試 体 の 断 面 積

供 試 体 初 期 厚 さ ㎝ 土 粒 子 の 密 度 Gs

㎡ 先 行 圧 密 応 力 kN/㎡

㎜（kN/㎡/目盛）100

ｇ/㎤

試 験 機 の 型 換 算 係 数 kN/
1

試 料 　・乱さない　　・乱した せ ん 断 速 さ （載荷速さ　　　　　　　kN/㎡/min)

試 料 採 取 深 さ せ ん 断 力 測 定 用 ブ ル ー ビ ン グ リ ン グ ＮＯ

調 査 名 ・ 目 的 試 験 方 法 ：圧密排水・圧密非排水・非圧密非排水

試 料 番 号 せ ん 断 方 法 ：応力制御・ひずみ制御

様式　３０

土 の 直 接 せ ん 断 試 験

工　事　名 試 験 日 平成　　年　　月　　日

垂直応力－せん断強さ曲線 
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印

コーン底面積 A ㎡

較正係数 K N/目盛

天 候

（社）地盤工学会規格準用

特記事項 qc=｛Qrd+(m0+ｎm1)9.81｝/1000/A

[1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]

深さ
m

qc    kN/㎡

0 500 1000 1500

貫入 速度 ㎝/s  最 終 貫 入 深 さ m

測定
深さ
m

ロッド
本数

n

荷重計
読み値

D

貫入力
Qrd=KD

N

コーン貫入
抵抗　qc

kN/㎡
記事

試 験 機 の 種 類 単管式、二重管式　 荷 重 計 容 量 N

ロ ッ ド 質 量 m1 kg  先端コーン質量m0㎏

受注会社名

試験日　　平成　　年　　月　　日

様式　３１

工　種　名　 測定場所　

工　事　名　 測定番号　

ポ ー タ ブ ル コ ー ン 貫 入 試 験
（JGS 1431）

測　 定 　者 
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+ρw ρs

突固め回数　　（回／層） [1kN≒102kgf]
[1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]

55 90 A

ρwυa=

10 25

コ
ー

ン
指

数
　

  
qc

(k
N

/
㎡

）

１） 突固め回数が１種類の場合は記
入の必要はない

Sr=
w

ρw/ρd-ρw/ρs

ρd=
ρt

1+w/100

（社）地盤工学会規格準用

qc=
Qc ×100

1001- w ×100ρd

特記事項

水の密度ρw　   ｇ/㎤

w=[(ma-mb)/(mb-mc)]×100

ρt=
m2-m1

V

コ ー ン 指 数 qc kN/㎡

平 均 貫 入 抵 抗 力 Qc N

10 ㎝

7.5 ㎝

5 ㎝

荷重計の読み 貫入抵抗力 荷重計の読み 貫入抵抗力 荷重計の読み 貫入抵抗力

%

コ
|

ン
指
数

貫入抵抗力
N

貫入量 荷重計の読み 貫入抵抗力

飽 和 度 Sr %

湿 潤 密 度 ρt g/㎤
供
試
体

（供試体＋モールド＋底板）質量　m2 g

乾 燥 密 度 ρd g/㎤

空 気 間 隙 率 υa

平　均　値　w %

w %

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g

ma g

含
水
比

容　　　器　ＮＯ．

容 器 質 量 mc g

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量

Ｎ/目盛

突 固 め 回 数 回/層 10 25 55 90

モ
|

ル
ド

ＮＯ．

　 Ｎ

コーンの底面積 A ㎡ 3.24 （モールド＋底板）質量　m1 g 較正係数 K

ＮＯ．

土粒子の密度 ρs g/㎥ 容 量 V ㎤ 1000 容 量

試料採取地点　 採取日　　平成　　年　　月　　日 測　 定 　者 印

荷
重
計

土 質 名 称 　 　

様式　３２

締 固 め た 土 の コ ー ン 指 数 試 験
（JIS A 1228、JGS 0716）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

コーン指数－突固め回数曲線１） 
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mc　：容器質量 [1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]

（社）地盤工学会規格準用

ma　：（試料＋容器）質量 P
σ= (1-ε/100)×10

mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量 Ao

　 　 　 　
特記事項 w=[(ma-mb)/(mb-mc)]×100 ε=(ΔH/H0)×100

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

ε% 　 P N σ kN/㎡
　 　 　 　 　 　

圧縮ひずみ 荷重計の読み 圧縮力 圧縮応力

ΔH ㎝ ε% 　 P N σ kN/㎡ ΔH ㎝

圧縮量 圧縮ひずみ 荷重計の読み 圧縮力 圧縮応力 圧縮量

　 　 　

平均値　w    % 平均値　w    %

　 　  w    %

　
 mc   g 　 　 　  mc   g 　 　 　

　 　 　  mb   g 　 　

　 　

　

　 供試体の破壊状況 　 供試体の破壊状況

　 　 　

容器ＮＯ．

 ma   g含

水

比

含

水

比

容器ＮＯ． 　 　
 ma   g 　 　

 w    % 　

 mb   g

平均高さ H0 ㎝ 　 質　 量 m   g 平均高さ H0 ㎝ 　 質　 量 m   g

　 断面積 A0 ㎠ 平均直径 D0 ㎝ 　 断面積 A0 ㎠

直    径 　

ＮＯ． 試料の状態供

試

体

ＮＯ． 試料の状態

直    径 　

高    さ 　

荷重計容量　　N

高    さ 　

供

試

体
平均直径 D0 ㎝

較正係数　K N/目盛荷重計容量　　N 較正係数　K N/目盛

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

工　種　名　 測　 定 　者 印

荷重計　　ＮＯ．ひずみ速度　%/min

様式　３３-１

土の一軸圧縮試験（初期状態、軸圧縮過程）
（JIS A 1216、JGS 0511）

荷重計　　ＮＯ． ひずみ速度　%/min
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様式　３３－２

（社）地盤工学会規格準用

圧
 縮

 応
 力

  
σ

(k
N

/
㎡

）

ＮＯ

圧 縮 ひ ず み　　ε(%) [1kN/㎡≒0.0102kgf/㎠]
[1MN/㎡≒10.2kgf/㎠]

供試体の
破壊状況

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

  

鋭 敏 比 St
1)  

εf %

変 形 係 数 E50
1) MN/㎡

破壊ひずみ

ε50

一軸圧縮強さ qu kN/㎡

E50=
2 /10 含 水 比 w %

qu
湿 潤 密 度 ρt

1) g/㎤

特記事項 １）必要に応じて記載する。 質 量 m g

ひずみ速度 %/min 直 径 D0 ㎝

塑性限界 wp
1) % 高 さ H0 ㎝

液性限界 wL
1) % 試 験 の 状 態

土質名称 供 試 体 Ｎ Ｏ ．

（JIS A 1216、JGS 0511）

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

土 の 一 軸 圧 縮 試 験 （ 強 度 ・ 変 形 特 性 ）

測　 定 　者 印工　種　名　

応力－ひずみ曲線 
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50

mc　：容器質量

mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量

30 40 50

30 40

（社）地盤工学会規格準用

特記事項 IP=WL-WP ma-mb ma　：（試料＋容器）質量
w= ×100

mb-mc

5 10 15 20 25

   落　下　回　数

w      %
液性限界 WL % 塑性限界 WP % 塑性指数 IP

含
水
比

容器　ＮＯ．

mc     g

mb     g

ma     g

mc     g

塑　性　限　界　試　験

含
水
比

w      %

ma     g
容器　ＮＯ．

mb     g

w      %

落 下 回 数

mb     g

mc     g

容器　ＮＯ．

ma     g

試料番号（深さ） 25

液　性　限　界　試　験

含
　

水
　

比
　

w
　

(%
)

落 下 回 数

含
水
比

5 10 15 20 25

   落　下　回　数

液性限界 WL % 塑性限界 WP % 塑性指数 IP

含
水
比

容器　ＮＯ．

mc     g

mb     g

w      %

ma     g

容器　ＮＯ．

塑　性　限　界　試　験

含
水
比

w      %

mc     g

mb     g

mc     g

落 下 回 数

w      %

ma     g

ma     g

mb     g

液　性　限　界　試　験

含
　

水
　

比
　

w
　

(%
)

落 下 回 数

含
水
比

容器　ＮＯ．

工　種　名　 測　 定 　者 印

試料番号（深さ） 25

様式　３４－１

土 の 液 性 限 界 ・ 塑 性 限 界 試 験 （ 測 定 ）
（JIS A 1205、JGS 0141）

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

流動曲線 

流動曲線 
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50

（社）地盤工学会規格準用

20 25 30 40
特記事項

5 10 15

  

  

   塑 性 指 数 Ip

   

   塑性限界 Wp %

   

液 性 限 界 試 験 塑性限界試験 液性限界 WL %

落下回数 含水比 w % 含水比 w %

  

  

試料番号（深さ）

   塑 性 指 数 Ip

   

   塑性限界 Wp %

   

液 性 限 界 試 験 塑性限界試験 液性限界 WL %

落下回数 含水比 w % 含水比 w %

  

  

試料番号（深さ）

  塑 性 指 数 Ip

   

含
　

 水
　

 比
　

 w
　

 (
%
)

   塑性限界 Wp %

   

 

液 性 限 界 試 験 塑性限界試験 液性限界 WL %

落下回数 含水比 w % 含水比 w %

  

  

試料番号（深さ）

   塑 性 指 数 Ip

   

50

   塑性限界 Wp %

   

10 15 20 25 30 40

試料番号（深さ）
落　下　回　数

液 性 限 界 試 験 塑性限界試験 液性限界 WL %

落 下 回 数 含 水 比 w % 含 水 比 w %
5

工　事　名　 受注会社名 試験日　　平成　　年　　月　　日

工　種　名　 測　 定 　者 印

様式　３４－２

土の液性限界・塑性限界試験（試験結果）
（JIS A 1205、JGS 0141）

流動曲線 
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様式　３５

（社）地盤工学会規格準用

msρs= ×ρw(T)
ms+(ma-mb)

特記事項 ρw(T)
ma= ×(m'a-mf)+mf

ρw(T')

平 均 値 ρs g/㎤

土 粒 子 の 密 度 ρs g/㎤

ms g

容 器 質 量 g

試 料 の
炉 乾 燥 質 量

容　　　　　器　　　　　ＮＯ．

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

温度T℃の蒸留水を満たしたときの（蒸
留 水 ＋ ピ ク ノ メ ー タ ー ） 質 量

ma g

T℃における蒸留水の密度 ρw（T） g/㎤

mbをはかったときの内容物の温度 T ℃

（試料＋蒸留水＋ピクノメーター）質量 mb g

T'℃における蒸留水の密度 ρw（T'） g/㎤

m'aをはかったときの蒸留水の温度 T' ℃

（蒸留水＋ピクノメーター）質量 m'a g

ピ ク ノ メ ー タ ー の 質 量 mf g

ピ ク ノ メ ー タ ー Ｎ Ｏ ．

　
試　料　番　号　　（　深　さ　）

平 均 値 ρs g/㎤

土 粒 子 の 密 度 ρs g/㎤

ms g

g

試 料 の
炉 乾 燥 質 量

容　　　　　器　　　　　ＮＯ．

（炉乾燥試料＋容器）質量 g

容 器 質 量

温度T℃の蒸留水を満たしたときの（蒸
留 水 ＋ ピ ク ノ メ ー タ ー ） 質 量

ma g

T℃における蒸留水の密度 ρw（T） g/㎤

mbをはかったときの内容物の温度 T ℃

（試料＋蒸留水＋ピクノメーター）質量 mb g

T'℃における蒸留水の密度 ρw（T'） g/㎤

m'aをはかったときの蒸留水の温度 T' ℃

（蒸留水＋ピクノメーター）質量 m'a g

ピ ク ノ メ ー タ ー の 質 量 mf g

試　料　番　号　　（　深　さ　）

ピ ク ノ メ ー タ ー Ｎ Ｏ ．

土 粒 子 の 密 度 試 験 （ 検 定 、 測 定 ）
（JIS A 1202、JGS 0111）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

工　種　名　 試料採取地点　 印測　 定 　者 
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様式　３６－1

（社）地盤工学会規格準用

特記事項 ma-mb ma　：（試料＋容器）質量 mc　：容器質量
w= ×100

mb-mc mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量

75

106

250

425

850

％ ％ ％μm ｇ ｇ ｇ ｇ

Σm（d） ×100 ×Pm１S m１S ms
（1－Σm（d）

）×100
ms－mosm（d） Σm（d）

２㎜ふるい通過分m1sのふるい分析（沈降分析を行わない場合）

ふるい 容器No. （残留試料＋
容器）質量

容器質
量

残留試料
質量

加積残留
試料質量

加積残留率 加積通過率P 通過質量百分
率P（d ）

2

4.75

9.5

19

26.5

37.5

53

g ％ ％

75

（1－ Σm（d）
）×100ms ms

mm g g g

加積残留率 通過質量百分
率P（d ）

m（d） Σm（d） Σm（d） ×100

ms－mos

ms

２㎜ふるい残留分mＯＳのふるい分析

ふるい 容器No. （残留試料＋容
器）質量

容器質量 残留試料質量 加積残留試料
質量

炉 乾 燥 質 量 m0s g

全試料の炉乾燥質量に対
する２㎜ふるい通過試料の
炉乾燥質量比

２ ㎜ ふ る い 通 過
試 料 の 炉 乾 燥 質 量

m1s=
m1

２㎜ふるい残留
分の水洗い後の
試料

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 g

容 器 （ Ｎ Ｏ ． ） 質 量 g

g

全 試 料 の 炉 乾 燥 質 量 ms=
m

g g
1+w/100 1+w1/100

全 試 料 質 量 m g ２ ㎜ ふ る い 通 過 試 料 の 質 量 m1

g

容 器 （ Ｎ Ｏ ． ） 質 量  g 容 器 （ Ｎ Ｏ ． ） 質 量 g

（ 全 試 料 ＋ 容 器） 質量  g （２㎜ふるい通過試料＋容器）質量

平均値w % 平均値w1 %

w1 %w %

含
水
比

容器　ＮＯ．

g

mc g g

mb

g

全    試    料 ２㎜ふるい通過試料（沈降分析を行わない場合）

含
水
比

容器　ＮＯ．

mc

g

mama g

mb

土 の 粒 度 試 験 （ ふ る い 分 析 ）
（JIS A 1204、JGS 0131）

受注会社名

工　種　名　　 試料採取地点　 測　 定 　者 印

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日
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Ｌ
ｔ

様式　３６－２

T℃に対する水の粘性係数η　pa・s mb　：（炉乾燥試料＋容器）質量

mc　：容器質量

（社）地盤工学会規格準用

特記事項 懸濁液の体積V=1000㎤ w=[(ma-mb)/(mb-mc)]×100

T℃に対する水の密度ρw　g/㎝3

75

ma　：（試料＋容器）質量

106

250

425

850

％ ％ ％

×P
m１S m１S ms

μm ｇ ｇ ｇ ｇ

Σm（d） ×100 （1- Σm（d）
）×100

ms－mos

加積残留
試料質量

加積残留率 加積通過率P 通過質量百分
率P（d ）

m（d） Σm（d）

ふるい 容器No. （残留試料＋
容器）質量

容器
質量

残留試料
質量

ふるい分析（沈降分析を行う場合）

1440

240

60

30

15

5

2

min r ｒ＋Cm 　T　℃ mm

1

mm

ms－mos
×Ｐgｎ（ρs－ρw） ms

％％

t 小数部分 Ｌ 30η ⑥× Ｆ M×（③＋F）

⑩

測定時間 経過時間 浮ひょうの読み 測定時
の水温

有効深さ 粒径d 補正係数 加積通過率Ｐ 通過質量百分率Ｐ（d）

沈降分析

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

1+w1/100 m1s ρs-ρw

M＝
V

・
沈 降 分 析 用 試 料 の
炉 乾 燥 質 量

m1s=
m1

g
ρs

ρw×100

ms沈 降 分 析 用 試 料 質 量 m1 g

容 器 （ Ｎ Ｏ ． ） 質 量 g 全試料の炉乾燥質量に対する２㎜
ふるい通過試料の炉乾燥質量の
比

ms-mos

平均値w1 % 使用した分散剤、溶液濃度、溶液添加量

（沈降分析用試料＋容器）質量 g

含
水
比

メ ニ ス カ ス 補 正 値 Ｃmw1 %

mc g 浮 ひ ょ う ＮＯ．

mb g メ ス シ リ ン ダ ー ＮＯ．

ma g 分 散 装 置 の 容 器

塑 性 指 数 Ｉｐ

ＮＯ．

容器　ＮＯ．

２㎜ふるい通過試料 土 粒 子 の 密 度 ρs g/㎤

土の 粒度 試験 （２ ㎜ふ るい 通過 分分 析）
（JIS A 1204、JGS 0131）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

工　種　名　　 試料採取地点　 測　 定 　者 印
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特記事項

（社）地盤工学会規格準用

粗砂 中礫 粗礫粘土 シルト 細礫

19

10

0
0.001 0.010

0.005 0.075 0.250

様式　３６－３

測　 定 　者 

75

0.1 1.0 10 100

粒径（mm）
50

0.850 2 4.75

通
過

質
量

百
分

率
（
％

）

100

90

80

70

60

50

40

30

20

g/㎤

使用した分散剤、溶液
濃度、溶液添加量

土粒子の密度 ρs

曲 率 係 数 UC´

均 等 係 数 UC

mm

10 ％ 粒 径 D10 mm

mm

沈
降
分
析

30 ％ 粒 径 D30

   0.075    0.075 50 ％ 粒 径 D50

   0.106    0.106 60 ％ 粒 径 D60 mm

   0.250    0.250 最 大 粒 径 mm

   0.425    0.425 75μmふるい通過質量百分率 ％

   0.850    0.850 425μmふるい通過質量百分率 ％

％

   2    2 2㎜ふるい通過質量百分率 ％

   4.75    4.75 粘 土 分

％

シ ル ト 分 ％

中 砂 分 ％

  19   19 細 砂 分

粗 砂 分 ％

％

  53   53 細 礫 分 ％

％

  75   75 中 礫 分

  37.5

   9.5    9.5

通過質量百分率％ 粗 礫 分

  26.5   26.5

試料番号

ふ
る
い
分
析

粒径mm 通過質量百分率％ 粒径mm

  37.5

工　種　名　 試料採取地点　 印

工　事　名　

（深     さ）（深さ）

中砂細砂

土 の 粒 度 試 験 （ 粒 径 加 積 曲 線 ）
（JIS A 1204、JGS 0131）

試料番号

試験日　　平成　　年　　月　　日 受注会社名

粒径加積曲線 
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ρｔ ma-mbρｄ＝ w=

特記事項 1） 内径15㎝のモールドの場合はスペーサー
ディスクの高さを差引く。

2） モールドの質量は底板を含む。

×100
1+w/100 mb-mc

（社）地盤工学会規格準用

　 　　

含

水

比

容　　　器　　　ＮＯ．

容 器 質 量 mc g

w % 　

　 　 　 　

　

　

　 　 　

　 　（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g 　

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g 　

　

　 　

　 　

　

　

　　

　

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g 　 　 　 　

　

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g 　

　

　

　

容 器 質 量 mc

容　　　器　　　ＮＯ．

m2
2）

　

乾 燥 密 度 ρd g/㎤ 　 　 　 　

w

　

平 均 含 水 比

　

w

　

測　　定　　　　ＮＯ． ５

湿 潤 密 度 ρｔ

（ 試 料 + モ ー ル ド ） 質 量

　

　

　

６ ７

g 　 　 　

８

mc g 　

g

　

　

g/㎤ 　

%

%

　

　 　

容　　　器　　　ＮＯ． 　 　 　 　

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb g 　

　

　

　

　

　

乾 燥 密 度 ρd g/㎤ 　

　

　

　

平 均 含 水 比 w % 　

１

突固め層数

　

　

湿 潤 密 度 ρｔ g/㎤ 　

乾燥処理後

試料分取後 w0

w１ ％

m2
2） g 　

測　　定　　　　ＮＯ．

層

（ 試 料 + モ ー ル ド ） 質 量

含
水
比

２

土質名称

cm

cm3容量　V回/層突固め回数

試 料 の 使 用 方 法 繰返し法、非繰返し法 落下高さ cm

試 料 の 準 備 方 法 乾燥法、湿潤法 ランマー質量

試 験 方 法

　

　 　

モ
ー
ル
ド

内径

高さ１）

３

　

　

　 　

　 　

　

　

　

　

w %

g

　

（炉乾燥試料＋容器）質量 mb

容 器 質 量

g容 器 質 量 　　 　

　

　

　 　 　

　

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量 ma g 　

　

　

　 　

　

　

　

４

cm

質量　m1
2）

　 　

g

様式　３７－１

％

含

水

比

ma g

容　　　器　　　ＮＯ．

w %

受注会社名

工　種　名　 試料採取地点　 測　 定 　者 印

突 固 め に よ る 土 の 締 固 め 試 験 （ 測 定 ）
（JIS A 1210、JGS 0711）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日

kg

　

（ 試 料 ＋ 容 器 ） 質 量

　

　

mc
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ゼロ空気間隙曲線の計算式

ρwρｄsat＝ ρw/ρs+w/100

（社）地盤工学会規格準用

乾
燥

密
度

　
ρ

d（
g/

㎤
）

含水比　w（％）

特記事項 1） 内径15㎝のモールドの場合はス
ペーサーディスクの高さを差引く。

乾 燥 密 度 ρd　g/㎤

6 7 8

平 均 含 水 比 w　　％

高さ１）cm

測　　定　　　　ＮＯ． 1 2 3 4 5

モールド
内径　cm

乾燥処理後 w１ ％ 突固め層数 層

試 料 の 準 備 方 法 乾燥法、湿潤法

含
水
比

試料分取後 w0 ％ 突固め回数 回/層

試 料 の 使 用 方 法 繰返し法、非繰返し法 落 下 高 さ cm 試料調製前の最大粒径㎜

ラ ン マ ー 質 量 kg

受注会社名

印

土粒子の密度ρs g/㎤

試料採取地点　 測　 定 　者 

試 験 方 法 土 質 名 称

様式　３７－２

突固めによる土の締固め試験（締固め特性）
（ＪＩＳ Ａ １２１０ 、 ＪＧＳ ０７１１）

工　事　名　 試験日　　平成　　年　　月　　日

工　種　名　

乾燥密度―含水比曲線 最大乾燥密度 ρdmax g/㎤ 

最適含水比 wopt ％ 
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（アスファルト関係）

様式　３８

ア ス フ ァ ル ト 試 験 成 績 一 覧 表

工　事　名　 受注会社名

工　種　名　 印測　 定 　者 

　　　　　　分　　　　　　類

　　　　　　用　　　　　　途

　　　　　　製　造　会　社

　　　　　　密　　　　　　度 規
格

規
格

規
格

　　　（25℃/25℃）

　　　　　　軟　　化　　点　　　℃
規
格

規
格

規
格

針
入
度

（０℃．200ｇ．60秒） ※

（25．100．5）
規
格

規
格

（46．50．5） ※

規
格

伸
度

（25℃）cm ※

（5）cm ※

（15）cm
規
格

規
格

規
格

（10）cm ※

薄膜加熱重量変化　　　％
規
格

規
格

規
格

薄膜加熱後の針入度　　％
規
格

規
格

規
格

蒸発後の針入度比　　　％
規
格

規
格

規
格

三塩化エタン可溶分 規
格

規
格

規
格　　　　　　　　　　　　　　　％

引　　　火　　　点 規
格

規
格

※は分類につき3,000ton以上使用するものに行う。
　アスファルトメーカーが行った場合は日本道路協会規格による。

試験所名

規
格　　　　　　　　　　　　　　℃
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